
神鋼石炭火力発電は燃料転換を川排出半分.汚染物も蝿い天鮒スヘ
年間７００万ﾄﾝ以上のＣＯ２排出の神鋼石炭火力発電は地球温暖化・異常気象を一層進める
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霧
事
故
原
因
の
究
明
、
構
造
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
原
発
問
題
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
、
開
発
、
普
及
へ
と
プ
ロ
セ
ス
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
世
論
に
押
さ

れ
て
政
府
は
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
が
米

国
と
財
界
の
圧
力
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
原
発
を
重
要
電
源
と
し
て
今
後

も
存
続
さ
せ
る
方
針
に
は
変
わ
り
な
い
。
原
発
ゼ
ロ
に
は
５
０
兆
円
か
か
る
。
電
気
料

金
は
２
倍
に
な
る
と
新
た
な
脅
か
し
を
か
け
て
い
る
。
原
発
に
安
全
と
い
う
保
証
は
ど

こ
に
も
な
い
の
に
勝
手
に
安
全
宣
言
し
て
、
ま
た
ぞ
ろ
「
安
全
神
話
」
を
つ
く
り
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
原
発
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
も
使
用
済
み
核
燃
料
の
後
始
末
に
数
万
年
か

か
る
か
ら
仕
事
は
な
く
な
ら
な
い
、
と
冗
談
と
も
言
え
な
い
話
を
聴
い
て
懐
然
と
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
一
年
半
。
福
島
県
で
は
今
も
１
６
万
人
を
こ
え
る
人
が
避
難
生
活
を
し

て
い
る
。
生
活
支
援
の
後
退
、
賠
償
と
除
染
の
遅
れ
な
ど
な
ど
復
興
へ
の
課
題
は
山
積

み
し
た
ま
ま
。
原
発
を
死
守
す
る
電
力
会
社
と
そ
れ
を
擁
護
す
る
財
界
に
対
す
る
た
た

か
い
が
重
要
に
な
る
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。
（
Ａ
生
）

た
だ
か
い
の
進
展
と
原
発
に
し
が
肝
つ
く
勢
力
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公
害
防
止
と
。
即
時
一
『
原
発
ゼ
ロ
』
を

灘
区
連
絡
会
は
九
月
一
一
一
一
一
日
第
一
二
回
総
会
・
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
公
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
調
査
や
交
渉
と
と
も
に
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
し
即
時
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
求
め
て
広
範
な

団
体
・
人
々
と
運
動
を
進
め
ま
す
。
「
原
発
後
の
日
本
社
会
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
未
来
は
」
と
題

し
て
の
速
水
さ
ん
（
元
関
電
社
員
）
の
講
演
に
は
多
く
の
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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ドラム缶１日ＺＯＯ０本
原子炉建屋には１日４００トンの

地下水が流入、汚染水となり、増え

続けている。汚染水をためる容還は
２３万ﾄﾝ、すでに２１万ﾄﾝを超えて

いる。敷地内にはタンクが並ぶ。.
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一
○
地
震
の
震
源
地
が
一
○
○
キ
ロ
北
の
場
合
「
六
ヶ
所
村
の
再

一
処
理
工
場
が
津
波
に
襲
わ
れ
地
球
的
規
模
の
災
害
に
な
っ
て

一
い
た
」
の
話
し
に
は
驚
い
た
。
原
発
は
即
時
廃
止
し
か
な
い
。

一
○
浜
岡
原
発
の
近
く
で
仕
事
を
し
た
が
、
東
海
地
震
が
起
き

－
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
早
く
核
燃
料
を
移
動
さ
せ
な
あ

一
か
ん
。
電
力
会
社
前
だ
け
な
く
、
日
立
や
東
芝
な
ど
原
発
を

礎
ね
Ｋ
川
渦
状
他
喋
に
Ⅱ
）
け
橇
小
川
佃
》
…
…
…
…
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噸
饒
鰹
鷹
煥
羅
鰭
川
淨
型

の
発
電
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
部
分
を
海
に
捨

て
、
そ
の
上
送
電
ロ
ス
で
消
費
地
に
届
く
の

は
平
均
三
七
％
・
原
発
は
省
エ
ネ
時
代
に
は

向
か
な
い
シ
ス
テ
ム
。
今
後
は
火
力
発
電
は

効
率
の
高
い
天
然
ガ
ス
の
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
発
電
や
自
然
エ
ネ
を
利
用
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
ロ
ス
の
少
な
い
小
規
模
・
分
散
ネ
ッ

ト
型
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
本
格
的
な
電
力

改
革
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
〈
Ｈ
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ご意見ご感想を
お寄せ下さい

、




